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2022～2023　国際ロータリー会長　ジェニファー・E・ジョーンズ

イマジン ロータリー

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊事業所開設
　石村哲也君（10日）

＊会員誕生日
　米山尚登君（11日）

＊配偶者誕生日
　難波有三君（香織夫人11日）

＊入会記念日
　髙橋伸一郎君（H27.5.12）

第3020回例会（4月25日）☆司会　畑中雄太 副SAA

今日の例会（2023年 5月9日）

「未定」
担当：常磐重雄君

次回の例会（2023年 5月16日）

「ティーボールの魅力と普及活動について」
担当：今井銀河君

講師：NPO法人 日本ティーボール協会神奈川県連盟
常務理事 頼住道夫様

点鐘　…和田勝美会長

斉唱　…それでこそロータリー

ゲスト紹介

厚木市都市整備部市街地整備担当部長
内藤　悟様

厚木市市街地整備担当課長
山口栄二様

会長のことば

先週２１日金曜日は、厚木県央RC設立２５周年記
念例会とその懇親会に、前島幹事とともに出席をいた
しました。厚木４クラブがそれぞれに特徴と情熱を

持って活動をしている様子がよくわかる例会・懇親
会でした。

２２日土曜日には厚木オープンふれあいティー
ボール大会が行われました。雨が心配される天気予報
でしたが、当日は雨は降らず、肌寒い曇り空でしたが、
元気いっぱいの子供たちの試合を思いっきり応援し
てきました。新世代委員会、今井委員長をはじめ参加
くださった会員の皆様、ありがとうございました。

そして翌２３日日曜日には地区研修協議会。連日の
参加の会員は本当にお疲れ様です。是非次年度の活動
に生かしていただきたいと思います。

会長報告

◎ガバナー事務所　より
・RYLA研修会ご案内（6月3日、4日）

◎厚木市役所　より
・第１４回「県央相模川サミット」六市町村合同ク

リーンキャンペーンについて
日時：5月28日（日）　7：30 ～ 8：30（小雨決行、

荒天中止）
場所：三川合流点河川敷　または　旭町スポー

ツ広場

幹事報告

◎例会変更
・厚木県央ＲＣ

5月26日（金）→20日（土）公開例会へ振替
点鐘14：00　レンブラントホテル厚木

6月 2日（金）→休会(定款第８条第１節により)
6月 9日（金）→休会(定款第８条第１節により)



スマイル

和田勝美会長・前島憲司幹事
厚木市都市整備部市街地整備担当部長 内藤　悟様、
同じく市街地整備課課長 山口栄二様、ようこそ厚木
RCの例会におこしくださいました。本日の卓話どう
ぞよろしくお願いいたします。

会田義明君
都市整備部市街地整備担当部長 内藤様、山口課長、
ようこそ厚木クラブの例会におこし下さいました。
本日の卓話よろしくお願い致します。また、本日は誕
生日のお祝いありがとうございました。

難波有三君
地区協議会を欠席し、市川次年度会長を始め皆様に
ご迷惑をおかけ致しました。

滝澤　勇君
結婚祝をありがとうございました。

鈴木茂男君
4月20日結婚記念日のお祝いありがとうございます。
43回目の記念日でした。

市川信也君
事業所開設のお祝い有難うございます。

畑中雄太君
結婚記念日のお祝いありがとうございます。何か準
備しないと…

建部卓也君
事業所開設のお祝をありがとうございました。

永井竜一君
入会記念のお祝いありがとうございました。

今井銀河君
Tボール大会ありがとうございました。とても良い大
会でした。

小島久美子君
ティーボール大会で元気な子ども達に厚木ロータ
リーの事を少し知ってもらえたと思います。本日は
所用により早退させていただきます。

相田　洋君
所用により早退させていただきます。申し訳ありま
せん。

長岡正敏君
Tボール大会で子ども達のパワーをもらえました。大
会を企画して下さいました皆様、有難うございまし
た。

稲場　淳君
4月から入会ご承認いただきました。今後どうぞよろ
しくお願いします。結婚記念日お祝いありがとうご
ざいます。

本間裕介君
伝統ある厚木RCに入会できとても光栄です。今後と
もよろしくお願いします。

今日のお花

カンパニュラ（和田勝美会長）
スプレーバラ（畑中雄太君）

ツツジ（建部卓也君）

例会「本厚木駅前周辺のまちづくりについて」

担当：会田義明君
講師：厚木市都市整備部市街地整備担当部長 内藤　悟様



本本厚厚木木駅駅周周辺辺ににおおけけるるままちちづづくくりりににつついいてて

厚木市市街地整備担当
内藤 悟

令和５年４月25日（火）

厚厚木木ロローータタリリーーククララブブささまま

特徴
① まちの中心に２つの交通結節拠点が存在し、その２拠点間に商店
街が位置する都市構造を有する。

② 商業機能のほかに、豊富な市民サービス機能、交流機能がまちな
かに集約したコンパクトな複合市街地である。

▲アミューあつぎ

▲ミロード１・ ２

▲厚木バスセンター

▲厚木一番街

▲都市構造概念図

▲当地区および周辺の主要施設等のプロット図

１ 中町第２－２地区周辺
・本厚木駅の東口方面に位置し、バスセンター・立体駐車場・公共施

設が集積する区域
・図書館、（仮称）未来館、市庁舎等からなる複合施設の整備が進

められているエリア
・本厚木駅と並ぶ交通結節拠点である厚木バスセンターの再整備も

検討中
２ 本厚木駅北口周辺地区

・ミロード１・２等の大規模商業施設が集積
・本厚木駅前北口広場は、鉄道のほか、タクシープールやバス停が整備され
た交通結節拠点

・南北に縦断する厚木一番街は、繁華街の中心であり、市民の皆様に
親しまれるストリートとなっている。

・厚木なかちょう大通りの北端に位置するアミューあつぎは、貸し会
議室等の市民の皆様の相互交流拠点となっている。

２本厚木駅周辺の現況について

厚木市市街地整備担当

３本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画について (2)
エリア別の目指すまちの姿 歩きながらまちを楽しむにぎわいの場

＜厚木一番街周辺＞

買い物や飲食、お喋り、ひと休みをし
ながらまち歩きを楽しむ多世代でにぎ
わう都市空間

まち歩きのニーズを高める魅力的な公園
を核に、来街者や住民の多様な活動が共
存する都市空間

みんなで使い・育む緑と暮らしの場
＜厚木中央公園、あつぎ大通り周辺＞

多様なヒトやコトが行き交う歩行者と
公共交通中心の厚木市のシンボルとな
る都市空間

ヒトとコトの交流の場
＜本厚木駅、厚木バスセンター周辺＞

まちと相模川との関係
人が行き交う結節点（本厚木駅・厚木バスセン
ター）を起点とする相模川へのアクセス動線を
「かわまちの道」と位置付け、歩行者の相模川
へのアクセス性を高めていきます。

厚木市市街地整備担当

３本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画について (4)
重点プログラム

上位計画等を踏まえ、目指すまちの姿を実現するために、今後おおむね10年間で確実に実行するべき事業を重点プログラムに位置付けます。

重点プログラムの短期・中期目標

※各プログラムの実施時期は、検討状況によって変更が
生じる可能性があります。

今後おおむね10年間で取り組む重点プログラムを確実に実
行するため、令和８年度を短期、令和14年度を中期として、
それぞれの時期の目標を次のとおり定めます。

厚木市市街地整備担当

１本厚木駅周辺のまちづくりの経緯について

厚木市市街地整備担当

３本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画について (1)
目指すまちの姿

２つの結節点から拡がり、豊かな日常の光景が点在する 歩いて楽しいまち

様々な交通手段の結節点となる本厚木駅と厚木バスセンターは、まちなかを歩くきっかけとなる重要な拠点です。
それらと厚木一番街を始めとする商業施設や公共空間を結ぶ歩行者動線の充実、更には通勤や通学、移動の途中などにもつい立ち寄り
たくなる仕掛けなどによって、乗換動線だけでない豊かな日常の光景が点在する 歩いて楽しいまちを目指します。

目指すまちの姿のイメージ 民間と行政による取組イメージ

厚木市市街地整備担当

３本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画について (3)
まちづくりの方針・施策
方針１．歩きやすい空間づくり
人が集まる施設や空間を、にぎわいを生み出す歩行者中心の空間でつなぎ、災害時にも安全に移動できる空間を形成します。
施策1-1 歩行者空間の質向上
Ａ.歩行者空間（道路、公園、広場、民地内空地等）の整備
Ｂ.歩行者空間における滞在空間の充実（座りたくなるベンチの設置、緑化等）
Ｃ.歩行者動線の連続性確保
Ｄ.歩行者と滞留者の適切な分離
Ｅ.無電柱化の推進
Ｆ.メンテナンス性に優れた歩行者空間づくり
Ｇ.バリアフリーの推進、ユニバーサルデザインの導入

施策1-2 交通結節点の利便性向上
Ａ.路線バス発車起点の集約化
Ｂ.路線バスバースの増設
Ｃ.分かりやすい路線バス乗り場の再編
Ｄ.分かりやすい乗場案内
Ｅ.鉄道、路線バス、高速バス間の乗換利便性の向上
Ｆ.公共交通利用者の待合環境（上屋、整列誘導、路線バス発
着情報のリアルタイム案内等）の整備

施策1-3 交通環境の最適化
Ａ.道路空間の再配分
Ｂ.自動車駐車場附置義務の見直し
Ｃ.駐車場出入口制限道路の指定
Ｄ.交通規制の見直し

方針２．まち歩きのきっかけづくり

方針３．自分ごとでまちを育む

まちなかで思い思いの時間を過ごしたり、SNSなどでも誰かに伝えたくなるような、歩行者目線での既存ストックの利活用
やセーフコミュニティ活動を推進し、駅周辺に訪れるきっかけを増やします。

目指すまちの姿の実現に向けて、まちづくりの担い手となり得る民間事業者や住民の皆様等と行政が連携して、持続的
にまちの魅力や価値を高めます。

施策2-1 行ってみたくなる・寄ってみたくなる魅力づくり
Ａ.グランドレベルのオープン化推進（歩行者の滞在空間や休憩施設設置等）
Ｂ.デザインの統一など景観に配慮した歩行者空間の整備
Ｃ.既存建物の改修や更新に合わせたまち並みの誘導(ガイドラインの作成等)
Ｄ.案内誘導サインの整備・更新
Ｅ.赤ちゃんの駅ベビリアの普及促進
Ｆ.地区計画等によるグランドレベルへの商業施設等の誘導
Ｇ.空き店舗への出店支援
Ｈ.客引き行為等指導員によるパトロール
Ｉ.まちの魅力等の情報発信

施策2-2 公共空間の利活用促進
Ａ.公共空間の再整備又は利活用インフラ（給水・給電設備等）の整備
Ｂ.歩行者空間を利活用しやすい仕組みづくり（申請体制の構築、滞在快適性等向上区域・特
例道路占用区域・歩行者利便増進道路の指定、都市再生推進法人制度の活用等）

施策3-1 まちづくり参加への機運醸成
Ａ.まちづくりの担い手発掘のための社会実験等の実施
Ｂ.いつでも誰でも目にできる方法でまちづくり活動等の情報発信

施策3-2 市民活動の活性化
Ａ.既存のまちづくり活動を担う個人や団体の横連携促進
Ｂ.目指すまちの姿の実現に向けたまちづくり活動を担う組織等（以下「まちづくり団体」という。）の育成
Ｃ.まちづくり団体へのアドバイザー派遣
Ｄ.まちづくり団体による歩行者空間の利活用と維持管理
Ｅ.まちづくり団体によるPPP事業の実施

厚木市市街地整備担当

複合施設整備事業 〈個別プログラム〉
〈主要な担い手〉厚木市

「厚木市複合施設等整備基本計画(R2)」に基づき、厚木バスセンターの東側に、
図書館、(仮称)未来館、市庁舎等からなる複合施設を整備します。 Ａ.歩行者空間の整備

→歩いて楽しい空間を実感することができる歩行者のための魅力的な広場を整備します。

Ｃ.歩行者動線の連続性確保
Ｄ.歩行者と滞留者の適切な分離
→地上と地下レベルで本厚木駅や厚木バスセンター方面と複合施設を歩行者目線で緩やかに接続
します。

施策１－１ 歩行者空間の質向上

施策２－１ 行ってみたくなる・寄ってみたくなる魅力づくり
Ｂ.デザインの統一など景観に配慮した歩行者空間の整備
→大山や相模川など本市の雄大な自然環境を体感できる眺望スペースを整備します。

Ｅ.赤ちゃんの駅ベビリアの普及促進
→子育て世代がアクセスしやすい低層階に安心して、快適に授乳やおむつ替えできるスペースを
設置します。

Ｂ.歩行者空間を利活用しやすい仕組みづくり
→まちの魅力や価値を持続的に高めるための歩行者空間の利活用と維持管理の仕組みづくりに取

り組みます。

施策２－２ 公共空間の利活用促進基本理念
— いきいきと生きる日々、すてきな時間を過ごすことができる

サードプレイスを目指してー 「いい日々、いい時間。」
基本方針
□ 誰もが訪れやすく、一人一人に合わせたサービスを提供する施設
□ あらゆる世代の皆様にとっての居場所や気付きの場となる施設
□ 複合化によるメリットをいかし、絶え間ない交流、活動が生まれる施設
□ 将来変化に柔軟に対応し、長きにわたり利用することができる施設
□ 中心市街地のシンボルとして誇りと愛着を感じることができる施設

※サードプレイス：家「第１の場所」と職場・学校「第２の場所」との間にある「第３の場所」。
多くの市民の皆様が気軽に立ち寄り、充実した時間を過ごすことができる居場所を創出します。

４中町第２－２地区複合施設整備事業について (1)
本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画への位置付け

厚木市市街地整備担当



出席報告　＜会員40名、出席対象34名＞

4 月 11 日例会　　確定出席率 70.00％ 4 月 25 日例会　　出席 31 名　欠席 5 名　出席率 91.17％
＜事前メイク＞
　常磐重雄君（4月23日／地区協）
　前田賢一君（4月23日／地区協）
＜欠席＞
　石村哲也君・黄金井陽介君・森住　等君

複合施設建設までの経緯

厚木市市街地整備担当

４中町第２－２地区複合施設整備事業について (2)
※ 本資料は、基本設計段階の検討であり、今後変更が生じることがあります。

１ 複合施設
用途：図書館、（仮称）未来館、市庁舎、消防本部、国県の行政機関等
建築面積：約5,500㎡
延床面積：約46,800㎡
高さ：約43m
階数：地下1階、地上9階
構造：鉄⾻造、免震構造

（重要度係数1.5）
目標耐用年数：80年

２ 駐輪・受⽔槽棟
用途：駐輪場（約120台）
建築面積：約175㎡
延床面積：約350㎡
高さ：約9m
階数：地上2階
構造：鉄筋コンクリート造

３ 新⽴体駐⾞場
用途：駐車場

自動車約240台、
自転車約100台

建築面積：約1,300㎡
延床面積：約7,600㎡
高さ：約22m
階数：地下1階、地上7階
構造：鉄⾻造

業務継続計画
非常用電源供給時間：72時間
想定最大規模の洪水浸水へ対応

環境計画
ZEB Ready 認証取得予定
太陽光発電、地中熱の利用

！

！

４中町第２－２地区複合施設整備事業について (4)
※ 本資料は、基本設計段階の検討であり、今後変更が生じることがあります。

複合施設の概要

厚木市市街地整備担当

４中町第２－２地区複合施設整備事業について (6)
※ 本資料は、基本設計段階の検討であり、今後変更が生じることがあります。

５ 本厚木駅北口地区市街地再開発事業について (2)

●令和３年10月21日
本厚木駅北口地区市街地再開発準備組合設⽴
（設⽴総会開催）

●事業施行予定地区：約1.5ｈａ

検討区域

駅前広場

本厚木駅

●準備組合の目的
本厚木駅北口周辺の多様な都市機能の集積や交通結節機能の充実を図るため、土地を合理的に活用し、都市再開発法に基づく市街地
再開発事業の事業化を目指し、市街地再開発組合の設⽴を目的とする。

●再開発検討区域：約1.5ｈａ

≪令和４年度活動概要≫
１ まちづくり方針案の検討

２ 権利者意向把握及び合意形成活動の実施

３ 再開発事例視察会の実施

４ その他の事業推進業務
・総会、理事会、全体会等の各種会議の開催
・まちづくりニュースの発行等

本厚木駅北口地区市街地再開発準備組合について

厚木市市街地整備担当

複合施設建設区域

本厚木駅

オーケーストア
厚木店

レンブラントホテル厚木

本厚木駅前
東口地下道

厚木シティプラザ

中町第２－２地区
周辺区域

東町スポーツセンター

現本庁舎

複合施設
建設区域

主要な市関連施設

その他施設

公共交通機関

アミューあつぎ

厚木バスセンター

イオン厚木店
パスポートセンター

中町大型バス発着場

中町立体
駐車場

保健福祉センター

本厚木ミロード

厚木市市街地整備担当

４中町第２－２地区複合施設整備事業について (3)

複合施設の概要

厚木市市街地整備担当

４中町第２－２地区複合施設整備事業について (5)

複合施設整備事業が目指すもの
① 人口減少・超高齢社会への対応
② コンパクト・プラス・ネットワークの推進
③ 中心市街地の活性化
④ 国公有財産の有効活用、公共施設マネジメント
⑤ 災害対応、安心・安全
⑥ ＳＤＧｓ、カーボンニュートラル
⑦ デジタル化

神奈川県
県央地域県政総合センター、
厚木県税事務所、厚木保健福祉事務所、
かながわ労働センター県央支所、
県央教育事務所、少年相談・保護センター、
資源循環推進課、技術管理課厚木南駐在事務所
砂防課厚木南駐在事務所

国
厚木労働基準監督署、厚木公共職業安定所

※ 本資料は、基本設計段階の検討であり、今後変更が生じることがあります。

(仮称)本厚木駅北口地区市街地再開発事業 〈個別プログラム〉
〈主要な担い手〉本厚木駅北口地区市街地再開発準備組合

本厚木駅北口周辺の多様な都市機能の集積や交通結節機能の充実を図るため、
土地や建物の権利者で構成される本厚木駅北口地区市街地再開発準備組合にお
いて、市街地再開発事業の事業化に向けた検討を行います。

Ａ.歩行者空間の整備
Ｂ.歩行者空間における滞在空間の充実
→歩行者の休憩や待合せ場所となる広場を整備します。

Ｃ.歩行者動線の連続性確保
Ｄ.歩行者と滞留者の適切な分離
→地上部だけでなく地下や上空を利用した歩行者ネットワークを形成します。

Ｇ.バリアフリーの推進、ユニバーサルデザインの導入
→路線バスやタクシーの利用が困難な方も本厚木駅との往来が可能になるように、障がい者用停

車施設の設置を検討します。

施策１－１ 歩行者空間の質向上

Ｂ.路線バスバースの増設
Ｃ.分かりやすい路線バス乗り場の再編
→初めて訪れる人でも分かりやすく路線バスを利用できるように駅前広場のバス停機能を強化しま

す。

施策１－２ 交通結節点の利便性向上

Ａ.道路空間の再配分
Ｂ.自動車駐車場附置義務の見直し
Ｃ.駐車場出入口制限道路の指定
→将来的なトランジットモール*化を見据えた自動車駐車場附置義務の見直しと道路空間の再配分

を行います。
* トランジットモール：都市部の商業地等において、歩行者の安全性の向上や買い物がしやすい空間を確保す

るため、自動車の通行を排除し、歩行者と公共交通が優先して通行できる空間

施策１－３ 交通環境の最適化

施策２－１ 行ってみたくなる・寄ってみたくなる魅力づくり
Ａ.グランドレベルのオープン化推進
Ｂ.デザインの統一など景観に配慮した歩行者空間の整備
→グランドレベルで歩行者に開かれたまち並みを整備します。
→再開発ビルを核として、駅前のシンボルである厚木一番街や複合施設、厚木バスセンターとの

つながりを感じられるデザインとします。

Ｅ.地区計画等によるグランドレベルへの商業施設等の誘導
→地区計画等によりグランドレベルへ集客性のある充実した商業機能を誘導し、持続的にまちの

にぎわいを創出します。

Ｂ.歩行者空間を利活用しやすい仕組みづくり
→まちの魅力や価値を持続的に高めるための歩行者空間の利活用と維持管理の仕組みづくりに取

り組みます。

施策２－２ 公共空間の利活用促進

５ 本厚木駅北口地区市街地再開発事業について (1)
本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画への位置付け

厚木市市街地整備担当

●事業全体の流れ

●今後の市街地再開発準備組合の検討の流れ

市街地再開発事業では、事業の進み具合に応じ、４段階のステップを踏みます。
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５ 本厚木駅北口地区市街地再開発事業について (3)
事業スケジュールについて

厚木市市街地整備担当


